
1 日本における淡水エビ類の多様性と 
外来種問題

エビ，カニ，ザリガニに代表される淡水の十脚
甲殻類は，食材として，水場での遊び相手として，
またはペットとして，私たちに馴染み深い淡水生
物の一つである。雪国から南の島まで，日本列島
のほぼ全域で見ることができるのも，淡水甲殻類
を身近に感じる要因だろう。これらの甲殻類は河
川生態系の改変者として，また他の生物との捕食
─被食関係を通して，私たちの生活に影響を及ぼ
している1）2）。淡水エビ類はその中でも特に種の
多様性が高い分類群で，日本からはテナガエビ科
から25種，ヌマエビ科から27種，テッポウエビ
科から1種が報告されている（外来種を除く，図1）。
これらのエビ類は，滝上から地下水系までさまざ
まな環境に進出・適応しており，多様な形態・生

態を見ることができる3）。
非常に高い多様性を誇る日本列島の淡水エビ類
であるが，残念ながらその多様性は着実に失われ
つつある。国内における淡水エビ類の漁獲量は右
肩下がりで，飲食店で提供される川えび料理には
海外産のエビが目立つようになった。また，全体
の3割の淡水エビ類（16種）が絶滅危惧種として
環境省レッドリストに掲載されている。幸いなこ
とに絶滅した種はいないものの，地域個体群レベ
ルでの絶滅は少なからず生じている。こうした事
態が生じた要因としては，生息環境の悪化や消失
があげられるが，これについては広く知られてい
ると思われるので割愛して，近年取り沙汰されて
いる外来の淡水エビ類の問題を紹介したい。
外来種とは，人為的な導入により自然分布域の
外に生息するようになった生物種のことを指す。
淡水エビ類では，現在少なくとも3種の国外外来
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〈生き物Profile〉
和名： シナヌマエビ
学名： Neocaridina davidi 
	 （Bouvier, 1904）

科名： ヌマエビ科
属名： カワリヌマエビ属
英名： Freshwater shrimp

分布： 韓国，中国，台湾

ミナミヌマエビの近縁種。色彩変異を固定したカラフルな改良品種は
「チェリーシュリンプ」という名称で観賞用に流通している。日本では，
北海道から沖縄まで全国的に野外から見つかっており，爆発的に増殖
し，もとからいた在来のエビたちを追いやっている。
 （写真：福家悠介）

〈生き物Profile〉
和名： ミナミヌマエビ
学名： Neocaridina denticulata 
 （De Haan, 1844）

科名： ヌマエビ科
属名： カワリヌマエビ属
英名： Freshwater shrimp

分布： 西日本

河川や湖沼，湿地などさまざまな淡水環境に生息する小型の可愛らし
い甲殻類。一生を淡水域で過ごす。幼生は孵化後すぐに着底して，親
エビと同じように生活する。ペットショップなどで販売されている「ミ
ナミヌマエビ」は外国産のシナヌマエビであることが多い。飼育する
際は，野外に逸出しないよう気をつけよう！ （写真：福家悠介）



種，すなわちシナヌマエビ，ホンコンクロオビヌ
マエビ（ビーシュリンプ），チュウゴクスジエビ
が確認されている4）〜6）。特にシナヌマエビは釣り
餌やペットとして輸入されたものが意図的・非意
図的に野外に逸出し，全国的に定着している。い
ずれの種も，在来の近縁種と同所的に生息するた
め，餌資源や生息場所を巡る種間競争や交雑によ
る遺伝的撹乱，病原菌や寄生虫の付随的導入によ
る在来種への悪影響が危惧されている7）8）。しか
しながら，在来種との判別法が確立していないこ
とや，そもそも淡水エビ類の研究者が少ない等の
障壁があり，淡水エビ類における外来種問題の実
態はいまだ不透明なままである。以下では，これ
らの現状を踏まえて，筆者らが琵琶湖周辺域でお
こなった研究9）を紹介する。

2 絶滅したとされていた滋賀県の 
ミナミヌマエビ

滋賀県に位置する琵琶湖は，日本で最も広く，
また最も長い歴史を持つ湖であり，日本列島にお

ける淡水生物の多様性の中心地といえる。琵琶湖
にはかつて4種の淡水エビ類が生息していた。す
なわち，テナガエビ，スジエビ，ヌカエビ，ミナミ
ヌマエビである。かつて，というのは，西日本の
広域でごく普通に見られるミナミヌマエビは滋賀
県内から絶滅したと考えられているからである10）。
滋賀県におけるミナミヌマエビの報告は，琵琶湖
で初めて網羅的な水生生物相を調べたことで有名
なイギリスの動物学者ネルソン・アナンデールに
よるものであった。アナンデールは，1915年に
大津臨湖実験所の川村多實二らとともに，琵琶湖
の北部と南部でミナミヌマエビを採集した11）12）。
しかしながら，その後も水生生物の調査が継続的
に実施されてきたにもかかわらず，これが滋賀県
内のミナミヌマエビの最初で最後の文献記録と
なっている。絶滅の要因として，琵琶湖と接続し
た湿地帯である内湖の干拓による生息環境の消失
や農薬の過剰利用による水質悪化が琵琶湖のミナ
ミヌマエビに大きなダメージを与えた可能性があ
る13）14）。2000年代に入ると，追い打ちをかける
ように，ミナミヌマエビに酷似する海外産の近縁
種が琵琶湖の各地で見つかるようになった10）。
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図1 　 日本で見られる淡水エビ類の組成
円グラフは属ごとに色分けしており，テナガエビ科は2属25種，ヌマエビ科は8属27種，テッポウエビ科は1属1種が日本の淡水域から報告されて
いる。種数に外来種は含んでいない。スケールバーはすべて10 mm。
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ここで疑問なのは，他のエビ類は絶滅せずに残っ
ているのに，本当に普通種であるはずのミナミヌ
マエビだけが絶滅してしまったのか，ということ
である。また，外来種が何者なのかを明らかにす
る必要もあった。

3 琵琶湖流域における 
ミナミヌマエビの再発見

生き物に興味があろうとなかろうと，大抵の人
は絶滅した生き物の再発見にロマンを感じるだろ
う。筆者らもそうであった。ちょうど琵琶湖まで
1時間以内の距離に住んでいたということもあっ
て，小手調べに琵琶湖に流入する近場の小河川で
エビを探してみた。すると呆気なくミナミヌマエ

ビらしきエビが採れたのであった。しかし，この
エビが在来であるかどうか，どうやって検証すれ
ばいいのだろうか。
ミナミヌマエビと海外産の近縁種（どちらもカ

ワリヌマエビ属に属するので，以降は合わせてカ
ワリヌマエビ類とよぶ）は，オスに限ればいくつ
かの外部形態で見分けることができるとされてい
る。筆者らはまず，琵琶湖流域の広い範囲（図2）
からカワリヌマエビ類を採集し，オスのミナミヌ
マエビの特徴として重要とされる五つの形態形質
（額角の長さ，額角上縁歯数，第1胸脚のくぼみ
具合，第3胸脚の曲がりの強さ，第1腹肢内肢の
形状）を調べてみた。すると，たしかにミナミヌ
マエビに近い形態を示す個体もいるものの，海外
産の近縁種の一つであるシナヌマエビに近い形態
を示す個体やどちらともつかない個体もおり，形
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図2 　 琵琶湖周辺域における調査地点
本研究のサンプリング地点。地点の色は得られたカワリヌマエビ類の系統を反映しており，黄色がミナミヌマエビ，それ以外がシナヌマエビを表す。
左の写真はミナミヌマエビとシナヌマエビの雄個体の標本で，エタノールで固定したために赤くなっている。
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態だけではグループ分けが困難
なことがわかった（図3左）。
そこで，遺伝情報を用いて琵
琶湖流域のカワリヌマエビ類を
グループ分けし，種の同定を試
みることにした。筆者らは，採
集したサンプルからDNAを抽
出し，ミトコンドリアDNAの
COI領域の部分配列と核ゲノ
ム中の一塩基多型（SNP）情報
を取得した。得られたデータに
基づいてグループ分けをしてみ
ると，カワリヌマエビ類はどち
らのデータでも大きく三つの遺
伝的グループに分けられ，これ
らのグループは概ね対応してい
た（図3右，図4）。このことから，
琵琶湖流域には遺伝的に分けら
れる3グループのカワリヌマエ
ビ類がいることが明らかになっ
た。
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図4 　 ミトコンドリアDNAの系統樹
琵琶湖周辺域のカワリヌマエビ類について，ミトコンドリアDNA COI領域に基づく系統関係を最
尤法によって推定した。系統樹下部の2種は国外産で，外群として解析に加えた。琵琶湖周辺か
らは四つの系統が検出された。末端の括弧内の数字は個体数を，節点の数値は分岐の信頼度を表す。
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図3 　 形態形質（左）とSNPデータ（右）の主成分分析
どちらも一つのプロットが1個体に対応する。左の図は計測した五つの形態形質の測定値に基づく主成分分析の結果を表しており，遺伝データによっ
て同定された種で色分けしている。形態では，完全には種を識別することができないことがわかる。右の図はゲノムワイドに得られた一塩基多型（SNP）
データに基づく結果で，プロットのパイチャートはADMIXTURE解析で推定された遺伝的要素を表している。明瞭な三つのまとまりが見て取れる。
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こうなると気になるのは，三つの遺伝的グルー
プと種名の対応である。さっそく先ほど計測した
形態のデータをこの3グループごとに照らし合わ
せてみると，一つのグループはミナミヌマエビら
しい形態，残る二つのグループはシナヌマエビら
しい形態を示すことが明らかになった。遺伝情報
のデータベースを参照してみたところ，前者の遺
伝的グループは日本のみから，後者の遺伝的グ
ループは海外からも見つかっている系統であるこ
とがわかった。さらに，ミナミヌマエビらしい形
態を示す遺伝的グループの形態は，1915年に採
集された琵琶湖産のミナミヌマエビの標本ともよ
く似ていた。これらの証拠から，筆者らは一つ目
のグループはミナミヌマエビ，残りのグループは
シナヌマエビであると結論づけた。
わかったことは三つある。まず，琵琶湖流域に
は在来のミナミヌマエビが現存していること。次
に，海外産の近縁種シナヌマエビの遺伝的に異な
る2系統が琵琶湖流域に侵入していること。最後
に，外部形態にはグループ間に差があるものの，
形質値がオーバーラップしており，外見だけから
では3グループの完全な判別は難しいということ
である。つまり，琵琶湖流域の在来ミナミヌマエ
ビはまだ絶滅してはいなかったのだ。1915年以
来，約1世紀ぶりの再発見である。

4 淡水エビ類に対する外来種の脅威

琵琶湖流域から絶滅したと考えられていたミナ
ミヌマエビを再び確認できたのは，大変うれしい
発見だった。しかし，遺伝的なデータでいえば，
もう一つ重要な情報を付け加えなければならない。
いくつかの個体では，ミトコンドリアDNAから
推定されたグループとSNPデータから推定され
たグループが食い違っており，SNPのデータで
は複数のグループの遺伝的要素を持つこともあっ
た（図5）。このデータが示唆するのは，種間交雑
である。種間交雑と戻し交配が起こると，ミトコ
ンドリアDNAが母系遺伝する一方，核ゲノムは
組換えによって混ざり合っていき，先述したパ
ターンが観察される。筆者らの研究は，遺伝的に
は明瞭に分化しているにも関わらずミナミヌマエ
ビとシナヌマエビは交配可能であること，そして
交雑が野外で生じていることを初めて明らかにし
た。外来種シナヌマエビは琵琶湖の広範囲に侵入・
定着しており，再発見された琵琶湖流域のミナミ
ヌマエビは，外来種との競合や交雑による遺伝的
撹乱のリスクに晒されているのである。
このような状況は，琵琶湖流域に限定されるも

のでも，ミナミヌマエビという種に限定されるも
のでもないことは想像に難くない。先述のとおり
シナヌマエビは全国的な侵入が知られている種で

K＝
3

mtDNA

SNPs

琵琶湖流入河川

ミナミヌマエビ要素（在来） シナヌマエビ要素（外来）

琵琶湖流下河川支流琵琶湖岸

図5 　 SNPデータに基づくクラスター分析の結果
ゲノムワイドに得られた一塩基多型（SNP）データを用いて，個体の遺伝的要素をグルーピングするADMIXTURE解析をおこなった。一つのバーが1

個体を表し，同じ地点から得られた個体はまとめて表示している。ミトコンドリアDNA（mtDNA）の解析で検出された四つの系統をバーの上に表した。
この図から，琵琶湖周辺域の広範囲にシナヌマエビが侵入していること，そしてミナミヌマエビとシナヌマエビの両方の遺伝的要素を持つ個体（交
雑個体と推定される）が見られることがわかる。
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はあるが，筆者らの研究でも裏づけられたような
外見での判別の難しさから，分布調査すらままな
らない状況にある。仮にミナミヌマエビの分布域
に侵入している場合，侵入の事実が把握されない
隠蔽的侵入となっている可能性が高い。そして，
琵琶湖流域で示唆されたような種間交雑による遺
伝的撹乱が人知れず生じているかもしれない。同
様の問題は，同じく近縁の外来種の侵入が確認さ
れているスジエビなど，他の淡水エビ類でも生じ
うる。
身近な淡水生物でありながら，淡水エビが今ど
のような状況にあるのかは十分に調べられておら
ず，蓋を開けてみればその実危機的状況に陥って
いる，などということも多分にありうる話なのだ。
未来に淡水エビ類の多様性を残すためには，遺伝
情報分析を活用して，多様性の解明を進めると同
時に外来種問題の実態を把握し，適切な保全策を
講じていくことが重要である。
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